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黄道 太陽が星座の中を動いていく通り道

地球の公転によるもの

年周運動 天体が１年に１周して見える動き １か月で３０°

地球が１年に１周自転しているから 　１日で約１°

地球は、地軸を公転面に垂直な方向に対して約２３，４°傾けたまま自転（公転）している

そのおかげで太陽の南中高度や昼の長さが変化する

そのおかげで季節や気温の変化がある

公転面

地球が公転している面

太陽と恒星の１年の動き
教科書

Iワーク

太陽の１年の動きと星座の移り変わり

太陽の動きと季節の変化

北半球
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６月末ごろ

１２月末ごろ

月と時刻の移り変わりによる見える星座の位置の移り変わり

① 月 １か月で３０°

東から西へ動く この２つの情報を①②の順で

② 時刻 １時間で１５° そろえて、組み合わせて考える

東から西へ動く

太陽と恒星の１年の動き
教科書

Iワーク

日の出日の入り 南中高度 昼と夜の長さ

夏至

春分・秋分

冬至

最も北寄り

真東から出て真西

最も南寄り

最も高い もっとも昼が長い

(90°ー観測地点の緯度) 昼と夜がほぼ同じ

最も低い もっとも夜が長い


